












心に研究を進めている。その成果の一部は『国士舘人文学』7 号（2017 年 3 月）・



























時期を平安後期の 11 世紀末以降であることを検証した。2017 年度は「掻練」に注
目して検討を行い、用例調査から平安末期の 12 世紀末までが妥当であるという結果
を得た。したがって、この 2 年間の研究成果によると、『篁物語』の成立時期は平安
後期（11 世紀末）〜平安末期（12 世紀末）の約 100 年の間になる。今年度は『篁物語』
の「橡の衣」を含む衣装描写の持つ意味について検討した。調査対象は仮名作品に
とどまってしまったが、「橡の衣」の用例の分布状況を確認すると、上代から中古まで、
最も新しい例は『栄花物語』（12 世紀初頭までに成立）であり、過去 2 年間の研究















　第一に、成立過程の解明である。成立時期は 11 世紀末から 12 世紀末に絞ら
れてきた。第一部と第二部の構成の落ち着きのなさは、成立が異なる可能性があ
る。他作品との影響関係の中で位置づけていきたい。第二に、承空本を含む西山
本（カタカナ）と書陵部本（ひらがな）における表記や語種の解析である。第三に、
鎌倉後期における西山、あるいは藤原資経の書写活動の社会的意味である。どの
ような歌書が選ばれ、誰が何のために書写したのか。
　最終的には、小野篁に仮託してどのように『篁物語』が成立し、今日の形に落
ち着いて伝来してきたのか、成立と伝来過程を明らかにすることを目的としたい。
